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旧
跡
を
た
ど
る

⑤ 

大
洲
城
跡
・
城
山
公
園

大
洲
城
は
、
当
時
の
文
書
に
鎌
倉
時

代
末
の

E
=三
年
、
宇
都
宮
豊
房
が
、

大
津
地
蔵
ケ
頴
に
築
城
す
る
と
あ
り
、

『
大
津
城
』
守
地
蔵
ケ
嶺
城
L

と
称
さ
れ

ま
す
。以
後
城
主
は
、
大
野
、
河
野
、
戸
田
、

藤
堂
、
脇
坂
、
加
藤
氏
と
代
わ
り
、
戦

国
時
代
に
は
戦
火
に
も
た
び
た
び
あ
っ

て
い
ま
す
。

城
は
、
天
然
の
要
害
を
う
ま
く
利
用

し
た
平
山
城
で
、
よ
く
整
っ
た
域
事
で

し
た
が
、
明
治
時
代
に
四
層
四
重
の
天

守
閣
や
多
く
の
櫓
、
門
が
取
り
こ
わ
さ

れ
ま
し
た
。
わ
ず
か
に
残
っ
た
高
欄
櫓
、

台
所
櫓
な
ど
が
当
時
の
面
影
を
残
し
て

い
ま
す
。
現
存
す
る
四
つ
の
櫓
は
、
昭

和
三
十
二
年
に
国
指
定
文
化
財
に
な
っ

て
い
ま
す
。

今月号の主な内容

今年はうかい30周年…..2・3頁
この社会あなたの

税が生きている…H ・H ・..4頁

6月は男女雇用機会
均等月間・・H・M・.5頁

プ ルのアルバイト募集......6頁
児童手当現況屈の提出を......6頁
水道工事は市の公認業者で…7頁

休日急患診療・・・…・・・…・・・…・・・10頁

納期は6月30日税(第1期)民県惨市今月の納税
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大
洲
市
の
観
光
の
目
玉
H

う
か
い
ο

が、

開
幕
さ
れ
ま
す
。

日

1
v
m
 

月
、
月

6

9

 
昭
和
三
十
二
年
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
る
ご
っ
か
い
4

は
、
今
年

で
三
十
周
年
に
な
り
ま
す
。
毎
年
約
二
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
、

県
外
か
ら
訪
れ
る
人
も
多
い
大
洲
の
H

う
か
い
ο

今
年
は
、
い
ろ
い
ろ
と
記
念
行
事
を
催
し
、
盛
大
に
開
催
し
よ

う
と
関
係
者
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

日

F雪~匝~ß雪園面高
あ
か
あ
か
と
し
た
か
が
り
火
が
映
え

る
水
面
に
、
一
瞬
矢
の
よ
う
に
伸
び
た

ウ
の
姿
が
よ
ぎ
る
。
再
び
現
わ
れ
た
と

き
に
は
、
あ
ゆ
を
捕
え
、
見
守
る
遊
覧

船
の
中
か
ら
一
斉
に
拍
子
と
観
声
が
巻

き
起
こ
る
・
・
・
:
・
:
・
大
洲
市
の
肱
川
で
昭

和
三
十
二
年
か
ら
催
さ
れ
た
『
観
光
う

か
い
』
も
今
年
で
三
十
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。四
国
で
は
う
か
い
を
す
る
唯
一
の
場

所
で
岐
阜
県
の
長
良
川
な
ど
と
と
も
に

日
本
三
大
う
か
い
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

す。
記
念
行
事
と
し
て
、
六
月
一
日
に
は

臥
龍
太
鼓
、
龍
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
う

か
い
期
間
中
に
、
ミ
ス
大
洲
な
ど
に
よ

る
花
束
贈
呈
、
記
念
タ
オ
ル
の
製
作
、

販
売
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
う
か
い
列
車
を
走
ら
せ
て

観
光
客
を
集
め
る
、
国
鉄
記
念
入
場
券
、

記
念
郵
便
切
手
貼
り
付
け
ア
ル
バ
ム
の

発
行
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
一
昨
年
と
雨
が
多
か
っ
た
た

め
、
観
光
客
も
約
一
万
九
千
人
程
度
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
三
十
周
年
記

念
の
今
年
、
是
非
と
も
二
万
人
以
上
の

観
光
客
を
集
め
た
い
と
関
係
者
も
意
気

込
ん
で
い
ま
す
。

V
う
か
い
の
期
間
は
六
月
一
日
か
ら
九

月
二
十
日
ま
で
(
雨
に
よ
る
増
水
の

日
は
休
み
で
す
)

V

コ
i
ス
は

B
コ
l
ス
(
小
彦
名
神
社

下
か
ら
)
と
C
コ
l
ス
(
亀
山
公
園

下
か
ら
)
が
あ
り
ま
す
。

V
船
は
九
人
乗
り
(
一
万
七
千
円
)
と

臥
龍
の
渡
し
運
航

十
月
二
十
六
日
ま
で企ユラユラと臥龍の渡し

臥
龍
の
渡
し
が
、
四
月
四
日
に
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
渡
し
舟
は
、
昭
和
五

十
五
年
か
ら
運
航
開
始
さ
れ
、
柚
木
の

如
法
寺
河
原
と
対
岸
の
臥
龍
山
荘
下
の

河
原
ま
で
約
三
百
メ
ー
ト
ル
を
結
び
ま

す
。
臥
龍
山
荘
を
眺
め
な
が
ら
清
流
肱

川
を
進
む
渡
し
舟
は
情
緒
た
っ
ぷ
り
。

船
頭
は
、
本
町
二
丁
目
の
中
川
恵
玄
さ

ん
。
片
道
大
人
(
中
学
生
以
上
)
五
十

円
、
小
人
三
十
円
で
毎
日
曜
日
と
祝
日
、

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
運
航
さ

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
大
洲
市
観
光
協
会

ま
で
。
宮
(
ω
2
6
6
4

-2ー

十
八
人
乗
り
(
二
万
三
千
三
百
円
)
の

二
種
類
。

詳
し
く
は
大
洲
市
観
光
協
会
ま
た
は
市

商
工
観
光
課
ま
で

観

光

協

会

宮

@
2
6
6
4

商
工
観
光
課
宮
⑪
2
1
1
1

内
線
3
2
7



おおず

第34岡愛媛新聞賞受賞

秋俊さん
(融町)(8犠)

広報

大
洲
名
物
『
う
か
い
』
の
顔
、
う
匠

の
三
瀬
秋
俊
さ
ん
は
明
治
三
十
七
年
十

月
十
七
日
生
ま
れ
の
八
十
一
歳
。

今
年
の
一
月
に
は
、
ふ
る
さ
と
に
貢

献
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
第
三
十
四
回
愛

媛
新
聞
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

肱
川
の
う
か
い
と
共
に
歩
ん
で
こ
ら

れ
た
三
瀬
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

昭和61年6月1日

三
瀬
さ
ん
は
、
昭
和
十
七
年
に
軍
服

を
作
り
に
中
国
の
漢
口
へ
渡
り
、
そ
こ

で
初
め
て
う
か
い
と
接
し
ま
し
た
。

中
国
で
は
向
こ
う
岸
が
見
え
な
い
ほ

ど
大
き
い
ク
リ
ー
ク
(
池
)
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
地
元
の
漁
師
た
ち
は
、
そ
の

ク
リ
ー
ク
に
生
え
て
い
る
ハ
ス
の
中
に

あ
る
ウ
の
巣
か
ら
ひ
な
を
と
っ
て
き
て

育
て
る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
慣
れ
た
ウ

を
十
羽
ほ
ど
肩
に
か
つ
い
だ
竹
に
と
ま

ら
せ
て
、
ク
リ
ー
ク
で
雷
魚
や
ギ
ギ
、

鯉
な
ど
を
捕
ら
せ
ま
す
。

昭
和
三
十
二
年
に
当
時
の
市
長
沼
田

恒
夫
、
商
工
会
議
所
会
頭
の
桧
垣
吉
太

郎
両
氏
と
、
『
肱
川
で
は
あ
ゆ
が
と
れ

る
か
ら
、
網
で
と
っ
て
観
光
客
に
あ
げ

た
ら
ど
う
だ
ろ
う
』
、
『
そ
れ
な
ら
う
か

い
を
や
っ
て
み
た
ら
』
と
話
が
ま
と
ま

り
、
本
格
的
に
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。当
時
は
漁
業
組
合
に
反
対
の
声
が
強

く
、
「
ウ
の
羽
根
が
流
れ
る
だ
け
で
も
魚

が
お
ら
ん
な
る
」
な
ど
う
か
い
を
始
め

る
当
初
は
、
か
な
り
難
航
し
た
そ
う
で

す
。
い
ざ
始
め
る
段
階
に
な
る
と
、
両

岸
か
ら
石
を
ド
ン
ド
ン
投
げ
ら
れ
で
遊

覧
舟
に
飛
び
込
ん
で
料
理
の
皿
が
割
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

始
め
る
時
に
は
、
高
知
の
伊
野
町
か
ら

う
匠
を
呼
ん
で
、
技
術
を
学
び
ま
し
た

が
、
高
知
の
う
匠
は
、
漁
師
と
し
て
う

か
い
を
や
っ
て
い
る
た
め
、
人
に
見
せ

る
と
い
う
意
識
が
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在

の
ウ
が
魚
を
と
ら
え
て
、
く
ち
ば
し
に

は
さ
ん
で
観
光
客
に
見
せ
る
な
ど
と
い

う
こ
と
は
、
三
瀬
さ
ん
が
考
案
し
て
や

っ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
た
い
ま
つ
も

松
の
根
を
燃
や
し
て
い
ま
す
が
、
電
気

の
火
な
ど
よ
り
も
水
に
よ
く
と
お
る
そ

う
で
す
。
長
浜
の
ほ
う
で
三
瀬
さ
ん
は

た
い
ま
つ
、
他
の
人
は
電
気
で
夜
釣
り

を
し
た
と
き
、
一
二
瀬
さ
ん
の
方
が
人
の

倍
釣
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

現
在
、
「
お
は
な
は
ん
」
、
「
三
波
春
夫
」

「
松
坂
慶
子
し
な
ど
十
羽
の
ウ
を
飼
育

し
で
い
ま
す
。
新
人
歌
手
な
ど
が
新
し

い
う
に
私
の
名
前
を
つ
け
て
く
れ
と
頼

ん
で
来
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
六

月
に
は
新
顔
の
う
約
五
羽
が
加
わ
る
予

定
で
す
が
、
新
し
い
う
は
な
か
な
か
人

に
慣
れ
ず
、
一
週
間
ほ
ど
は
え
さ
も
食

様にとこの心長て逃舟はる の来湖紫しとそにの苦とはら良 ののー出かベ
子かしれ目と男くげべ捕が「変たで色まれう静お子りす来か三うでカすみま
でけてか玉いのれさりら、ウ化も取をつずでか客なよごたつ瀬とす月ほっせ
しるやらとう善たせをな逃はにのれした、すにさのるいおたさはがでどかん
た情つもしこ三三るドいげ逃もだるた。ハ。うんは L 、客なんい、人でれ
。熱て体てと郎瀬んンんずげ鋭とあ小たヤ「かば、とあさとがえー前するう
はいの定できさだドでにでく思、ゆ魚まば今いか雨言んん思うな年に。との
、き元着すんんとンすじい日うのがにつはをりがつながうかいた出そ血く
いた気しがが、楽たょっくを」稚と透かあ見が降でに「といとたせのがち
ょいなで斗育後した」と魚配と魚れきりゆでわっくた大きをのなるうダば
い」うき大つ継そいそしはつ肱にる通多がい酒でれく洲はやこいよをラし
ょとちた洲て者うてのでつで )11混がつく昔るもいたさの、っととう仕ダは
盛うはうのきとに、たいかいのじ、たなほと飲てとんう遠てでーに込ラ鋭
んかうか観てし語魚めるまま魚つ琵魚つどきま、き魚かくいす人すん流く
ない匠い光安でつをに魚えす相て琶やてはだず女てもをいかで。前るでれ

そ ，聞にすと とパも鳥ま
ぅ 1 ~ A句、=~... ・A且圃fT..l轟 iをい。カう近シのをすよ
で l'、rJ)霊:l:1D¥71. 71 1 ぬるそワか寄もでねがく
す 1 ."曹.， UU  -~'I '"、-..融 l つもれウいれ大すら 、「
I I てのものにな変。うこう
四こウ残がでかるもるにるめ泳の沖う使い鋭が鋭れの
、めは念死すら茨許たはそ、ぐほにちわとくはいは百
五る魚なぬ 0 送城可め環ううのうい、れい、白日叱た
年体をァこ送ら県を、境でかにがるウるう描だつかか
ののた Eとられやと大庁すい慣、もミウほやけき魚の
も大くでもれて島つ洲の。にれ水のウはど犬でをさL貝
のきさす多るき干艮たに苦午ま甫 i童て中ょを、でもなた ー」

がいん o い間た県人い可獲しいのり使ウすちくとたと
良生飲 のにもなのるがすでる岩もいミ。よクえかい
い後み はウのどいういるいたの磯喧ウ つチたがい
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A おとなしそうなウですが
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昭和61年6月1日

六
月
は
市
県
民
税
第

六
月
は
、
市
民
税
・
県
民

税
を
納
め
る
月
で
す
。

本
年
度
も
地
方
税
法
の
改

正
に
よ
っ
て
、
市
・
県
民
税

た
ば
こ
消
費
税
の
一
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
さ
れ
た
主
な
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

市

県

民

税

-
非
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

市
・
県
民
税
所
得
割
の
非
課
税
限
度

額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
妻
と
子
供
二
人
を
扶
養
し

て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
、
所
得

割
の
非
課
税
限
度
額
は
、
給
与
収
入
二

百
十
三
万
五
千
円
と
な
り
ま
す
。
(
改

正
前
は
、
二
百
二
万
一
千
円
)

おおず

-
所
得
控
除
金
額
の
引
き
上
げ

同
居
し
て
い
る
特
別
障
害
者
に
つ
い

て
、
配
偶
者
控
除
額
お
よ
び
扶
養
控
除

額
が
三
十
万
円
か
ら
三
十
四
万
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

広報

期

た
ば
こ
消
費
税

た
ば
こ
消
費
税
(
従
量
割
)
の
税
率

が
、
今
年
度
限
り
の
措
置
と
し
て
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
一
年
五
月
一
日
か
ら
六
十

二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
聞
に
売
り

渡
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
千
本
当
た
り

六
百
四
十
円
(
改
正
前
は
三
百
五
十
円
)

と
な
り
ま
し
た
。

そ

イ也

の

-
市
・
県
民
税
計
算
の
し
く
み

税
額
の
計
算
方
法
は
、
下
表
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。
昭
和
六
十
年
中
の
所
得

金
額
を
基
礎
に
し
て
い
ま
す
。

-
市
税
の
納
期

市
税
の
納
期
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
。

納
期
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
税
し
て
く
だ

さ
い
。詳

し
く
は
市
税
務
課
市
民
税
係
ま
で

岱
⑫
2
1
1
1
内
線
2
4
6
・
2
4
7

〔
市
県
民
税
計
算
の
し
く
み
〕

十日¥五
/ノ雪

× 

+ 司同
× 

帽
木
日
兄
}
肘
川
貝
守
谷
竺
抽
出

一E

F
一「

f
i
f

↓
 

基礎控除

配偶者控除

扶養控除

社会保険料控除

その他の控除

所

得

控

除

前
年
中
の
所
得
金
額

昭和61年度市税の納期一覧表
干見 目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

固定資産税 1期 2共H 3共月 4期

市県民税 1期 2其E 3期 4期

軽自動車税 全期

国保税 1期 2期 3期 4期 5期 6期

-4  

隣
保
舘
各
種
教
室
の

ご

案

内

昭
和
五
十
六
年
に
開
館
さ
れ
た
大

洲
隣
保
館
で
は
、
住
民
の
生
活
安
定
、

教
養
文
化
の
向
上
を
目
指
し
て
、
相

談
事
業
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
事
業
を
し
て
い
ま
す
。

人
権
の
大
切
さ
を
勉
強
し
な
が
ら
、

ふ
れ
あ
い
の
場
で
も
あ
る
ク
ラ
ブ
活

動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

O
人
形
教
室
火
曜
日
十
時
か
ら

O
書
道
教
室
土
曜
日
十
三
一
時
か

ら十
九
時
か

ら

O
生
花
教
室

月
曜
日

O
料
理
教
室
毎
月
一
因

。
藤
手
芸
教
室
水
曜
日
十
時
か
ら

詳
し
く
は
隣
保
館
へ

宮
⑫
6
1
0
0

「
く
ら
し
の
通
信
講
座
」

愛
媛
県
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
く

ら
し
に
役
立
つ
知
識
を
み
な
さ
ん
に

習
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
通
信
教

育
を
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、

六
月
十
五
日
ま
で
に
九
百
六
十
円
分

切
手
を
同
封
し
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
生
活
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

〒

7
9
0

松
山
市
三
番
町
八
丁

目
二
三
四
愛
媛
県
生
活
セ
ン
タ
ー

E
0
8
9
9
⑫
2
6
0
3
 



おおず

男
性
• 

女
性
平
等
に

広報

六
月
は
男
女
一
雇
用
機
会
均
等
月
間

四
月
一
日
か
ら
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
、
一
定

の
教
育
訓
練
や
福
利
厚
生
、
定
年
・
退
職
・
解
雇
に
つ
い
て
は

女
性
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
差
別
的
な
取
り
扱
い
を
し
て
は
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

愛
媛
県
で
は
、
女
子
労
働
者
と
事
業
主
と
の
粉
争
を
解
決
す

る
た
め
の
調
停
委
員
会
や
再
雇
用
の
援
助
な
ど
を
次
の
よ
う
に

定
め
ま
し
た
。

愛
嬢
機
会
均
等
調
博
委
員
会

四
月
一
日
か
ら
愛
媛
婦
人
少
年
室
に
、

愛
媛
機
会
均
等
調
停
委
員
会
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
学
識
経
験
者
三
名

か
ら
な
り
、
公
正
中
立
の
立
場
か
ら
女

子
労
働
者
と
事
業
主
と
の
閣
の
紛
争
を

解
決
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
名
の
委
員
は
、
次
の
と
わ
り
で
す
0

0
会
長
越
智
俊
夫
(
松
山
商
科
大

学
学
長

)
O会
長

代

理

今

井

洋

子

(
松
山
逓
信
病
院
産
婦
人
科
部
長
)

。
岩
園
守
男
(
松
山
商
科
大
学
経
営

学
部
教
授
)

昭和61年6月1日

育
児
休
業
の
普
及
促
進

育
児
休
業
制
度
と
は
、
乳
幼
児
を
も

っ
女
子
労
働
者
が
希
望
し
た
場
合
、
職

場
で
の
身
分
や
地
位
を
失
わ
な
い
で
、

一
定
の
期
間
休
業
し
て
育
児
に
専
念
し

た
後
、
復
職
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。労
働
省
で
は
、
新
た
に
育
児
休
業
制

度
を
設
け
た
事
業
主
に
対
し
で
奨
励
金

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

支
給
額
は
、
中
小
企
業
百
万
円
(
一

年
目
六
十
万
、
二
年
目
四
十
万
)
、
大
企

業
八
十
万
円
(
一
年
目
四
十
五
万
、
二

年
目
三
十
五
万
)
で
す
二
企
業
一
伺
限

り
、
二
年
間
に
わ
た
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

病
院
、
診
療
所
、
助
産
所
、
ま
た
は

保
健
施
設
を
運
営
す
る
事
業
主
に
は
、

特
定
職
種
育
児
休
業
利
用
助
成
給
付
金

(
女
子
労
働
者
一
人
に
つ
き
、
一
ヵ
月

五
千
六
百
十
円
)
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

女
子
再
雇
用
制
度

女
子
の
職
場
進
出
は
、
年
々
盛
ん
に

な
っ
て
、
そ
の
中
で
も
育
児
期
以
降
に

再
就
職
を
希
望
す
る
女
子
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
女
子
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
に
適
応
し
た
能
力
活
用
策
と
し
て
、

妊
娠
、
出
産
、
育
児
な
ど
に
よ
り
退
職

し
た
女
子
を
再
雇
用
す
る
制
度
を
設
け

る
企
業
も
で
で
き
ま
し
た
。

女
子
再
一
雇
用
制
度
は
、
企
業
に
と
っ

て
は
自
社
で
養
成
し
た
経
験
、
技
能
を

も
っ
労
働
者
が
確
保
で
き
、
女
子
労
働

者
に
と
っ
て
も
過
去
の
経
験
を
生
か
し
、

職
業
と
育
児
の
両
立
が
で
き
ま
す
。

労
働
省
で
は
、
「
女
子
再
一
雇
用
促
進
給

付
金
」
を
新
設
し
、
二
疋
の
条
件
に
該

当
す
れ
ば
再
一
雇
用
者
一
人
に
つ
い
て
中

小
企
業
三
十
万
円
、
大
企
業
二
十
万
円

を
支
給
し
ま
す
。

以
上
の
制
度
な
ど
に
つ
い
て
は
、
愛
…
大
自
然
の
猛
威
を
す
べ
て
防
ぐ
こ
と

媛
婦
人
少
年
室
へ
わ
問
い
合
わ
せ
く
だ
は
困
難
で
す
が
、
み
な
さ
ん
の
心
が
け

さ
い
。
松
山
市
辻
町
二
|
一
二
六
に
よ
っ
て
被
害
を
最
少
に
食
い
止
め
る

愛

媛

婦

人

少

年

室

ご

と

は

で

き

ま

す

。

次

の

こ

と

を

心

が

宮
0
8
9
9
⑪
6
7
7
1

け
ま
し
ょ
う
。

-
大
雨
に
備
え
て

。
家
の
周
り
の
排
水
口
、
側
溝
な
ど

の
清
掃
を
す
る
。

。
近
く
に
急
傾
斜
地
や
が
け
が
あ
る

と
き
は
、
ヒ
ピ
割
れ
、
落
石
、
湧

き
水
な
ど
の
有
無
に
つ
い
て
点
検

す
る
c

。
家
族
で
避
難
場
所
、
経
路
な
ど
の

防
災
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
う
0

0
食
料
、
飲
料
水
、
医
薬
品
、
ラ
ジ

ォ
、
懐
中
電
灯
な
ど
の
用
意
を
し

て
お
く
。

。
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
気
象
情
報
に

注
意
す
る
。

意3主間大

男女雇用機会均等月間

… 一……

六
月
は
梅

雨
の
時
期

今
年
も
梅
雨
の
季
節

が
き
ま
し
た
。
六
月
か

ら
七
月
に
か
け
て
毎
年

の
よ
う
に
大
雨
に
よ
る

被
害
が
で
て
い
ま
す
。

災
害
を
防
ぐ
た
め
、

も
う
一
度
わ
が
家
の
周

り
の
危
険
箇
所
を
点
検

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

A
V
が
け
崩
れ
の
兆
候

。
山
の
斜
面
や
が
け
か
ら
、
小
石
や

土
砂
が
落
ち
た
り
、
湧
き
水
が
に

ご
っ
た
り
し
た
と
き
。

。
山
の
斜
面
、
地
面
な
ど
に
ひ
び
割

れ
が
で
き
た
り
、
石
垣
に
ふ
く
ら

み
が
出
で
き
た
り
し
た
と
き
。

。
提
防
が
ひ
び
割
れ
た
り
、
崩
れ
た

り
、
水
が
噴
き
出
し
た
り
す
る
と

き。

-
避
難
す
る
と
き
は

。
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と

き
や
消
防
署
、
警
察
な
ど
の
防
災

関
係
者
か
ら
避
難
す
る
よ
う
呼
び

か
け
が
あ
る
と
き
は
、
す
ぐ
に
避

難
す
る
0

0
家
を
出
る
と
き
は
、
戸
締
り
の
ほ

か
、
ガ
ス
の
元
栓
や
電
源
を
き
っ

て
お
く
。

。
身
軽
な
服
装
で
必
要
な
物
だ
け
を

持
っ
て
避
難
す
る
0

.
避
難
途
中
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

V
川
沿
い
の
道
路
で
は
、
川
の
倒
は

避
け
て
通
る
。

V
が
け
下
の
道
路
は
、
な
る
べ
く
避

け
る
。
や
む
を
得
ず
通
る
と
き
は

急
い
で
通
る
。

V
水
没
し
た
道
路
を
通
る
と
き
は
、

長
い
棒
な
ど
で
安
全
を
確
か
め
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
歩
く
。

- 5 

災
害
、
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
と
き

な
ど
は
、
次
の
と
ご
ろ
に
ご
連
絡
を
。

大
洲
市
役
所
宮
⑫
2
1
1
1

r

消

防

署

宮

⑫

2
6
6
5



児
童
子
当
(
特
例
給
付
)
を
、
現
在

二λ
X
給
し
て
い
る
人
は
、
六
月
中
に
「
児

“
章
子
当
現
況
届
し
を
大
洲
市
福
祉
事
務

一
所
ま
た
は
各
連
絡
所
へ
提
出
し
て
く
だ

日
さ
い
。現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の
所
得

、
状
況
や
六
月
一
日
現
在
で
の
養
育
の
状

一
況
を
確
認
す
る
た
め
、
毎
年
提
出
し
て

ら
頂
い
て
い
ま
す
。

l
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
1
I
l
l
i
-
-
t
i二
も
し
、
現
況
屈
を
提
出
し
な
い
と
受

る

人

が

必

要

で

す

。

昭

和

六

十

一

年

度

…

給

資

格

が

あ

っ

て

も

、

六

月

分

以

後

の

に

点

訳

奉

仕

員

を

養

成

す

る

た

め

、

松

記

念

作

文

を

募

集

…

児

童

手

当

(

特

例

給

付

)

の

支

給

を

受

山

と

大

洲

で

『

点

訳

奉

仕

員

養

成

講

習

、

け

る

こ

と

が

で

き

な

く

な

り

ま

す

。

舎

を

聞

き

ま

す

。

(

大

洲

郵

便

局

)
1
1
4
4
4
1
1
1
1
1
1
1
4

最

近

、

郵

便

局

な

ど

で

は

、

点

字

キ

一

運

動

公

園

水

泳

プ

i
ル

ヤ
ツ
シ
ユ
カ
ー
ド
や
貯
金
内
容
な
ど
を
郵
政
省
で
は
、
簡
易
保
険
創
業
七
十
日

点
字
で
通
知
す
る
な
ど
障
害
の
あ
る
人
周
年
、
郵
便
芸
創
業
六
十
周
年
を
記
一
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集

の
た
め
の
配
慮
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
念
し
て
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
一
七
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
平
野
運

ま
し
た
。
し
か
し
、
本
を
読
む
と
い
う
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
…
動
公
園
水
泳
プ

l
ル
の
監
視
員
・
事
務

こ
と
は
、
人
生
に
お
け
る
大
き
な
楽
し

V
募
集
期
間
昭
和
六
十
一
年
六
月
三
円

み

の

一

つ

で

す

。

十

日

ま

で

(

入

選

発

表

は

十

月

前

後

)

日
の
不
自
由
な
人
の
福
祉
に
、
理
解

V
応
募
資
格
小
学
五
年
生
か
ら
中
学
"

と
熱
意
の
あ
る
人
を
広
く
募
集
し
て
い
一
二
年
生
ま
で

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

V
テ
ー
マ
自
由
題
と
課
題
(
簡
易
保
・

し

て

い

ま

す

。

険

、

郵

便

年

金

に

関

係

あ

る

も

の

)

、

申

し

込

み

先

大

洲

市

福

祉

事

務

所

記

念

題

「

訂

世

紀

私

た

ち

は

し

一

宮
(
ω
2
1
1
1
内
線
2

7

5

V

原
稿
枚
数
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
…

時
八
月
二
十
三
日

1
十
一
月
一
で
小
学
生
は
三
枚
、
中
学
生
は
同

1
五
“

日
ま
で
(
毎
週
土
曜
日
、
計
十
枚
程
度

回
)
十
-
二
時

1
十

五

時

詳

し

く

は

、

む

近

く

の

郵

便

局

で

お

“

場
大
洲
市
立
中
央
公
民
館
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
c

昭和61年5月1日

お

矢口

ら

せ

幼
児
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
ヘ

心
身
障
害
児
巡
回
就
学
相
談

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
子
供
さ
ん
を
も
っ
た
ご

両
組
は
、
い
ろ
い
ろ
と
む
悩
み
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
心
身
防
心
計
児
巡

川
就
学
相
談
で
は
、
子
供
さ
ん
の
就
…
一
pr

の
こ
と
や
美
育
の
こ
と
に
つ
い
て
寺
門

子
供
が
す
こ
や
か
に
育
つ
こ
と
は
、

親
と
し
て
だ
れ
も
が
願
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
原
同
で

障
害
を
も
っ
た
子
供
が
生
ま
れ
た
り
、

健
康
に
生
ま
れ
た
チ
供
が
成
長
の
途
中

で
障
害
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
り
す
る

点訳奉仕員養成講習会

場所大渉1'1市立中央公民館

期間 8月-----1 1月

申し込み先 市福祉事務所

愛
媛
県
で
は
、
白
の
不
自

由
な
人
の
た
め
に
点
字
図
書

の
作
成
と
普
及
を
し
て
、
福

祉
の
増
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
点
訳
奉
仕
員
と
し

て
点
字
図
書
の
作
成
に
協
力
し
て
く
れ

おおず広報

日d企〉、
τZ丈

の
先
生
に
よ
る
相
談
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
相
談

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

V
月
日
昭
和
六
十
-
年
六
月
十
九

日
(
本
)

V
場
所
大
洲
市
守
中
央
公
民
館

V
申
し
込
み
市
教
育
委
民
会
v

子
校
教

育
課
ま
で
宮
⑪
2
1
1
1
内
線
3
8
3

※
相
談
の
た
め
の
品
目
肝
は
無
料
。
秘
街

は
厳
守
し
ま
す
。

児
童
手
当
の
現
況
届

六
月
中
に
提
出
を

必
ず
、
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
※
公
務
員
と
公
共
企
業
体
の
職
員
は
、

勤
め
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
市
福
祉
事
務
所
ま
で

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
7
2

-6-

員
を
次
の
よ
う
に
募
集
し
ま
す
。

V
募
集
人
員
監
視
員
三
十
人
、
女
子

事
務
員
八
人

V
対

象

大

学

生

と

一

般

(

原

則

と
し
て
年
齢
三
十
歳
未
満
)

V
雇
用
期
間
七
月
一
日

1
八
月
三
十

一
日
(
九
時

1
十
七
時
ま
で
)

※
た
だ
し
七
月
二
十
八
日
か
ら
八
月
二

十
日
ま
で
は
、
十
九
時
ま
で
時
間
延
長

に
な
る
の
で
九
時

1
十
七
時
ま
で
と
十

一
時

1
十
九
時
ま
で
の
こ
交
代
制
と
な

り
ま
す
。

V
申
し
込
み
方
法
履
歴
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
採
用
に
つ
い
て
は
、
後

日
連
絡
し
ま
す
。

V
提
出
先
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

体

育

課

程

⑪
2
1
1
1
内
線
3
8
8



おおず広報

水道工事は

市の公認業者に

日~ワ臼は水道週間6月1

な
ぜ
公
認
業
者
な
の
?

み
な
さ
ん
の
家
庭
に
給
水
し
て
い
る

水
道
は
、
法
律
に
よ
っ
て
厳
し
い
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
で
水
道
の

新
設
、
改
良
、
修
理
な
ど
を
す
る
場
合

は
、
必
ず
市
の
指
定
す
る
公
認
業
者
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
無
公
認
業
者
が

工
事
を
し
た
場
合
は
、
給
水
し
ま
せ
ん

か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
家
庭
で
安
心
し
て
水
道
水

を
利
用
し
て
項
く
た
め
に
工
事
の
工
法
、

使
用
材
料
な
ど
に
細
か
い
基
準
が
設
け

て
あ
る
か
ら
で
す
。

公
認
業
者
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

※
公
認
業
者
を
代
表
し
て
、
管
工
事
協

同

組

合

宮

⑫
3
3
9
8
が
あ
り
ま
す
。

人
権
教
育
は
、
生
活
と
切
り
離
す
こ

v

と
の
で
き
な
い
重
要
な
問
題
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
小
・
中
学
校
児
童
生
徒

一
の
人
権
作
文
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

あ
な
た
の
家
庭
で
、
急
に
使
用
水
量
子
供
た
ち
の
願
い
や
考
え
方
は
ど
う

が
増
え
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
一
な
の
か
、
同
和
教
育
が
ど
の
よ
う
に
進

蛇
口
な
ど
を
全
部
し
め
て
量
水
器
の
へ
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
考
え
て
い
た
だ

パ
イ
ロ

y
ト
が
回
っ
て
い
れ
ば
、
屋
内
叩
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

漏
水
で
す
。
市
の
指
定
す
る
業
者
に
連
山
弁
り
ご

-
z

4
d一
ふ
/
み
れ
匂

絡
し
て
修
理
し
て
く
だ
さ
い
O

¥

、

正

‘

ま

た

、

水

道

の

メ

ー

タ

ー

を

き

れ

い

い

小

学

校

一

年

の

生

徒

に
し
て
、
す
ぐ
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
一
わ
た
し
は
、
一
が
つ
き
に
、
ほ
か
の

し
て
く
だ
さ
い
。

V

が
つ
こ
う
か
ら
、
て
ん
こ
う
し
て
き
ま

水
道
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
水

v

し
た
。

道
課
ま
で
宮
⑫
2
1
1
1
内
線
3
7
7
一
一
は
ど
め
の
う
ち
は
、
み
ん
な
、
と
で

い
も
し
ん
せ
つ
に
し
で
く
れ
ま
し
た
。

日
で
も
、
だ
ん
だ
ん
な
れ
て
く
る
と
、

市
い
じ
わ
る
な
こ
と
を
い
う
ひ
と
が
、
で

~
て
き
ま
し
た
o

h

「
で
ぶ
し
と
か
「
あ
ほ
し
と
か
い
わ

~
れ
ま
し
た
。

日
だ
か
ら
も
の
す
ご
く
は
ら
が
た
つ
て
、

汁
い
っ
ぱ
い
い
い
か
え
し
を
し
ま
し
た
。

日
け
れ
ど
も
、
ま
た
「
で
ぶ
」
と
い
わ

吋
れ
ま
す
。

日
わ
た
し
は
、
か
ら
だ
が
わ
わ
き
い
か

一
ら
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
い
わ
れ
る
の
で

}
す
。

市
こ
れ
い
じ
よ
う
ち
い
さ
く
な
る
こ
と

日
は
、
で
き
ま
せ
ん
。

一
せ
ん
せ
い
も
、

漏
水
に
注
意

市の公認業者一覧表

工 事 届 名 地 区 電 言古

淳山水道工事庖 田 口 24-2583 

いの水道工事庖 か 24-2216 

fヲ壬 予屋 f主 言受 大 決l 24-2541 

内田電気水道設備 t恵 本オ木て二 25-5532 

大塚鉄工 所 新 '小口ー 25-0300 

岡福水道工事庖 田 口 24-3656 

奥田水道商会 キ由 木 24-3674 

神 田 鉄工 所 東大洲 23-3004 

域 戸 電 業 社 徳i 森 25-2944 

久保 鉄工 戸斤 八多喜 26-0537 

蔵 田 7J;:. 道 庖 平 里子 24-5968 

佐藤 *. 道 庖 j度 士蕩 24-4410 
清水水道商会 大 沙1'1 24-6232 

j竜 田 水 道 庖 新 !小こ3 25-0901 

鮒土居鉄工所 東大洲 24-4519 

中野管工事工業 中 キナ 24-3792 

(有)南予水道住設 若 宮 24-4577 

西 田 プk 道 庖 八多喜 26-0265 

星 力日 鉄工 所 // 26-0020 

(有) 丸電 工 業 石一与~ 宮 24-5351 

原 三同J文L f詣 大 が十i 24-3783 

昭和例年6月1日

No.92 

人
権
作
文
か
ら
①

「
か
ら
だ
の
こ
と
や
、
じ
ぶ
ん
で
ど
り

よ
く
し
て
も
な
わ
ら
な
い
こ
と
で
、
ひ

と
を
か
ら
か
っ
て
は
、
い
け
ま
せ
ん
L

と
、
よ
く
い
わ
れ
ま
す
。

み
ん
な
は
、
せ
ん
せ
い
の
い
わ
れ
る

こ
と
が
、
わ
か
っ
て
い
な
い
の
か
な
あ

と
お
も
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
い
や
な
あ
だ
な
で
、
よ

ば
れ
て
い
る
ひ
と
が
い
ま
す
。

わ
た
し
も
、
と
き
ど
き
ひ
と
に
あ
だ

な
を
い
っ
た
り
、
よ
び
す
で
に
す
る
と

き
が
あ
り
ま
す
。

じ
ぶ
ん
が
、
そ
ん
な
こ
と
を
い
わ
れ

た
ら
、
い
や
な
き
も
ち
が
す
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
、
い
わ
な
い
よ
う
に
し
た

い
で
す
。

- 7一

純
真
無
垢
と
思
わ
れ
る
小
学
校
一
年

生
で
す
が
、
も
う
「
い
じ
め
」
の
き
ざ

し
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
「
差
別
」
の
芽
生
え
で
も
あ

り
ま
す
。
い
じ
め
る
側
に
は
お
も
し
ろ
お
か
し

い
一
言
葉
で
あ
っ
て
も
、
い
じ
め
ら
れ
る

側
に
は
、
と
て
も
悲
し
い
言
葉
に
な
り

ま
す
。い
つ
で
も
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て

考
え
、
行
動
す
る
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。

つ
づ
く
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奥

さ

ん

No.60 

大
洲
の
嵐
景
は
本
当
に
き
れ
い
で
す

訪

問

大
洲

中
村
よ
し
子
さ
ん
(
お
歳
)

おおず

V
高
校
時
代
ま
で
、
千
葉
県
の
市
原
市

に
い
ま
し
た
。
製
鉄
や
造
船
が
盛
ん
な

工
業
地
帯
で
す
。
気
候
も
温
暖
で
、
景

色
も
良
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

V
主
人
(
明
仁
さ
ん
)
と
は
、
東
京
で

同
じ
会
社
に
勤
め
て
い
て
、
昭
和
五
十

二
年
に
結
婚
し
ま
し
た
。

V
初
め
て
、
大
洲
に
来
た
時
は
、
松
山

か
ら
パ
ス
に
乗
っ
た
の
で
す
が
、
ど
ん

ど
ん
山
の
中
へ
入
っ
て
ゆ
く
の
で
、
ど

こ
に
行
く
の
か
不
安
で
し
た
。

V
大
洲
の
人
は
、
お
っ
と
り
し
て
い
て

温
か
み
が
あ
り
ま
す
ね
。
た
だ
初
め
は

言
葉
に
と
ま
ど
っ
て
「
か
え
っ
て
く
ら

い
」
と
一
言
っ
た
の
を
、
帰
っ
て
ま
た
来

る
の
か
と
思
っ
て
待
っ
て
い
た
り
し
ま

広報

「環境週間J6/5~6/11 

大
洲
市
立
博
物
館
で
は
、
郷
土
出
身

の
画
家
、
高
田
修
遺
作
展
(
第
二
期
)

を
開
催
し
ま
す
。

若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
偉
才
、
高
田

修
の
す
ぐ
れ
た
作
品
を
、
多
数
展
示
し

て
い
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ

V
期
間
六
月
一
日

1
七
月
二
十
九
日

ま
で
(
月
曜
日
と
祭
日
は
、
休
館
し
ま

す
)

C

V
場
所
大
洲
市
立
博
物
館
(
大
洲
市

三
笠
通
り
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
4
階
)

詳
し
く
は
博
物
館
ま
で

宮
⑫
6
3
0
2

し
た
o

v肱
川
を
中
心
に
し
た
犬
洲
の
風
景
は

本
当
に
き
れ
い
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に

五
月
の
冨
士
山
の
つ
つ
じ
は
、
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。

マ
フ
飼
い
を
大
洲
に
来
て
、
初
め
て
見

た
の
で
す
が
、
と
て
も
印
象
深
か
っ
た
o

v
も
う
す
こ
し
、
大
き
な
屈
や
ス
ー
パ

ー
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
o

v
子
供
た
ち
(
有
希
く
ん

l
七
歳
、
仁

美
ち
ゃ
ん

l
五
歳
、
幸
司
く
ん
H
H

一
歳
)

に
は
、
明
る
く
元
気
で
、
人
に
迷
惑
を

幼
稚
園
の
保
育
料
減
額

手
続
き
は
(
臥
矧
ヒ
叶
五
)

次
の
事
項
に
該
当
す
れ
ば
、
幼
稚
園

の
保
育
料
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
六
月
二

十
五
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

①
生
活
保
護
世
帯
、
ま
た
は
昭
和
六

十
一
年
度
市
民
税
の
か
か
ら
な
い
世
帯

均
等
割
だ
け
か
か
る
世
帯
は
、
年
間
一

万
円
減
額
さ
れ
ま
す
。

②
昭
和
六
十
一
年
度
の
市
民
税
の
所

得
割
が
五
千
円
以
下
の
世
帯
は
、
年
間

五
千
円
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
同
じ
世
帯
で
所
得
者
が
二

人
以
上
み
る
と
き
は
合
計
額
で
す
。

ほ
か
に
、
六
月
一
日
に
在
国
し
て
い

る
こ
と
が
条
件
で
す
。
関
係
用
紙
は
、

幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、
各
幼
稚
園
か

市
教
育
委
員
会
総
務
課
へ
。

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
3
8
2

か
け
な
い
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

企お子さんとご一緒に

ご
ち
ら
本
の
探
偵
で
す
赤
木
か
ん
子

自
分
を
生
か
す
相
性
殺
す
相
性

細
木
数
子
著

大
予
言
V

五

島

勉

著

異

僧

盤

珪

大

弁

満

著

マ
マ
さ
ま
は
不
思
議
の
人斎
藤
茂
太
著

日
本
国
立
公
園
3

毎
日
新
聞
社

実
録
イ
メ
ル
ダ
・
マ
ル
コ
ス

ナ
パ
ロ
・
ペ
ド
ロ
サ
著

親

と

子

服

部

祥

子

著

あ

と

半

分

の

教

育

井

深

大

著

自
閉
症
児
Y
君
が
就
職
す
る
ま
で

上
岡
一
世
著

都
市
型
住
宅
の
文
化
史
後
藤
久
著

三
度
将
棋
が
強
く
な
る
1
1
6

中

原

誠

著

桜
も
さ
よ
な
ら
も
日
本
語丸
谷
才
一
著

作

家

の

仕

事

場

篠

山

紀

信

著

万

葉

の

歌

下

回

忠

著

結

婚

前

線

落

合

恵

子

著

馬
喰
八
十
八
伝
井
上
ひ
さ
し
著

乱

灯

上

松

本

清

張

著

化

身

上

・

下

渡

辺

淳

一

著

そ

れ

ぞ

れ

の

富

士

西

村

滋

著

魚
河
岸
も
の
が
た
り
森
田
誠
吾
著

宿

敵

上

・

下

遠

藤

周

作

著

老

樹

の

青

春

荒

垣

秀

雄

著

「
ん
し
ま
で
あ
る
入
谷
川
俊
太
郎
著

切
り
絵
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場

風
祭
竜
二
著

図

書

館

新
刊
図
書
案
内

- 8ー



おおず

、ふ害警j
，- 十/議轟盤議事事-，ル

....力いっぱい/ママさんバレーボール

4月27日、平野中学校屋内運動場など

で、市長杯争奪ママさんバレーボ ル大

会が開催されました。

今年は12チーム、約 130人が参加して

力いっぱいボールを追ってプレーしまし

た。熱戦の結果、優勝は神南クラブ、 2

位は大洲クラブ、 3位は肱南クラブでし

Tこ。

広報

利ホヨも
ズ町、f守J

企桜まつりソフトボール大会

4月13日、スポーツ少年団ソフトボー

ル大会が聞かれ、大洲小学校などで16チ

ームが熱戦を展開しました。

優勝チームは次のとわりです。

0小学 5年生 上須戒スポーツ少年団

0小学 6年生 大洲リトルA少年団

vテクノピア・レディ 大洲へ
4月16日、テクノピア・レディ 3人が

「えひめテクノピア博」説明のため大洲

市役所を訪れました。 1えひめテクノピ

ア博」は、愛媛県県民文化会館で7月20

日 ~8 月 17 日の間開催されます。

d

司
大
き
く
な
1
れ
稚
ア
ユ
放
流

六
月
一
日
の
う
か
い
閉
幕
、
ア
ユ
漁
解
禁
に
備
え
て
、
四

月
十
八
日
、
肱
川
漁
協
、
大
洲
市
観
光
協
会
は
、
稚
ア
ユ
五

万
匹
を
肱
川
に
放
流
し
ま
し
た
。

稚
ア
ユ
は
約
七
去
の
大
き
さ
で
す
が
、
六
月
に
は
十
五
去

ほ
ど
に
成
長
し
ま
す
。

湯
川
ス
ミ
先
生
講
演

(
世
界
連
邦
建
設
同
盟
会
長
)

湯
川
ス
ミ
先
生
は
、
故
秀
樹
博
士

と
と
も
に
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
と
核

兵
器
廃
絶
を
さ
け
び
続
け
、
世
界
平

和
の
た
め
、
生
涯
を
か
け
た
運
動
を

さ
れ
で
い
ま
す
。

第
十
七
回
世
界
連
邦
四
国
協
議
会

総
会
、
一
九
八
六
年
世
界
連
邦
四
国

大
会
が
、
六
月
七
日

1
八
日
に
大
洲

で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
際
、
湯

川
ス
ミ
先
生
の
記
念
講
演
会
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
聴
講
く
だ
さ

臼

昭
和
六
十
一
年
六
月
七
日

(
土
)
午
後
三
時
か
ら

大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ
i

レ

※
聴
講
は
無
料
で
す
。

場f

時所
大
丈
夫
で
す
か

あ
な
た
の
家
の
出
入
口

防
犯
協
会
か
ら

4月末までの
大洲市内の交通事故

4月末 昨年
現在 同期

件数 6 9 6 4 

負傷者 9 3 9 4 

死者 1 

- 9ー



議:
セ
じン
2タ

だ
zよ

iij!日
園

昭和61年6月1日

健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

6
月
3
日
(
火
)
昭
和
白
年
1
月
生

6
月
刊
日
(
火
)
昭
和
的
年
目
月
生

6
月
ロ
日
(
木
)
昭
和
印
年
日
月
生

6
月
口
日
(
火
)
昭
和

ω年
7
月
生

6
月
M
日
(
火
)
昭
和
田
年
5
月
生

肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
1
日
時
泊
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
6
月
5
日
(
木
)

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

9
時
加
分

1
ロ
時

6
月
日
日
(
日
)

沢
井
小
児
科
(
中
村
)

宮
⑪
7
5
3
0

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

亀
井
小
児
科
(
東
大
洲
)

宮
⑫
3
7
5
7

大
洲
中
央
病
院

宮
(
旬

4
5
5
1

池
田
泌
尿
器
科
(
東
大
洲
)

宮
⑪
3
1
0
0

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

毛
利
記
念
館
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

故
毛
利
松
平
先
生
か
ら
寄
贈
を
受
け

た
「
毛
利
会
館
」
を
「
毛
利
記
念
館
」

と
し
て
設
置
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
集
会
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
(
公
用
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
た
め
の
利
用
は
、
無
料
で
す
)

申
し
込
み
は
、
総
務
財
政
課
管
財
係

ま
で
。
告
⑪
2
1
1
1
内
線
2
2
7

V
弁
護
士
相
談
日

後
1
時
1
4
時

※
電
話
で
の
相
談
も
し
て
い
ま
す
。
」

詳
し
く
は
、
松
山
自
動
車
保
険
請
…

求
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

松
山
市
花
園
町
1

3

、
日
本
生

命
松
山
市
駅
前
ピ
ル

6
階。

宮

0
8
9
9
⑪
2
3
3
5

E
0
8
9
9
⑬
5
5
0
0
 

毎
週
木
曜
日
午
一

相談ごと案内
いずれも無料ですので、

軽にご利用ください。

惨交通事故相談

と き 6月 9日 10日寺~15日寺

6月20目。

ところ 市役所 1階会議室

砂人権相談

と き 6月20日 13時一16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 6月 3日

6月10日

6月25日

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

と き 6月16日 9 時~12日寺

ところ 市役所 l階会議室

急がれる時は電話で相談して

くださしミ。宮⑪3794 (玉木)

砂社会保険相談

と き 6月23月 10日寺~16a寺

ところ 大洲商工会議所

担当 松山商社会保険事務所

惨医師・栄養士による健康相談

とき 6月26日

13時~15時

ところ 大洲市保健センタ一

対象的歳以上の人

惨何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館(東大洲宮

@6100)、大洲福祉会館

(新谷宮@0947)

住民福祉に関し、生活

上の悩み、人権、交通

事故、その他何でも。

お気

おおず広報

3
土
寸

1
6
寺
0
1ワ

1
H
l
H
3ノ
J

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

6 
(月
日 22
)日

実

施

日

内

容

6
月
四
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

6
月
缶
百
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
⑫
3
1
6
5

6
月

m日
(
日
)丸

軽
に
ど
う
ぞ

父
一
通
事
故
相
談

自
動
車
保
険
請
求
目

は
、
交
通
事
故
で
お
困
り
の

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日

時

午

前
9
時
加
分

1
午

川
町
分
(
平
日
)
、
土
曜
日
は
正

(第
2
土
曜
日
は
休
み
)

6
月
1
日

(
白
)

弘
岡
内
科
(
中
村
)

宮
⑫
3
3
6
3

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

沢
井
耳
鼻
科
(
中
村
)

告
⑪
2
5
1
0

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

6
月
8
日

(
日
)13時~16時

。

にん，'"、、】内

ま
ご
こ
ろ
の

山

YFCリ
y
v
f
J
d

お
く
り
も
の

{やj
c/、、
」証

金
一
封

直可吉守
田田

員
枝
佐
久
代

柚

木

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八
多
喜
町
湯
川
マ
ツ
ヨ

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

藤

縄

長

尾

孝

俊

金
一
封
(
肱
北
公
民
館
ロ
ビ

i
展
収

益
金
を
肱
北
地
区
社
協
へ
)
中
村

肱
北
婦
人
会
(
代
)
尾
崎
千
代

七
宝
焼
教
室
(
代
)
大
塚
文
子

料
理
教
室
(
代
)
稲
沢
美
智
子

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ
)

新

谷

池

田

昭

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

-10ー

3五

E 

大
洲
市
の
人
口
は
、
四
月
末
日
現
在

で
三
万
九
千
八
百
二
十
一
人
。
昨
年
同

期
に
は
三
万
九
千
七
百
三
十
六
人
で
年

末
に
は
百
九
十
七
人
増
え
て
三
万
九
千

九
百
三
十
三
人
で
し
た
。
今
年
も
同
じ

よ
う
に
人
口
が
増
え
る
と
、
め
で
た
く

四
万
人
を
突
破
し
ま
す
。
計
算
ど
お
り

に
う
ま
く
増
え
る
か
ど
う
か
?(S) 
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